
破傷風についてのお知らせ

破傷風は、けがの傷口が土などで汚れていると感
染します。

傷口に土が付いたり、がれきや釘などでけがをし
た場合には、傷口をよく洗い、医師の診察を受け
ましょう。

 土の中には破傷風菌が存在しています。外傷を負い、傷口から
破傷風菌が侵入した場合に、破傷風に感染することがあります。
破傷風は、人から人に感染することはありません。

 感染すると、３～２１日後になって、全身のこわばりや筋肉のけ
いれんが起こります。はじめは、顎や首の筋肉のこわばりや口
が開けにくくなり、こわばりが全身へ広がることもあります。意識
ははっきりしています。重症の場合は死に至ることもあります。

 外傷を負い、土などで汚染された場合には、速やかに傷口を洗
浄するとともに医師の診察を受けてください。医療機関では、け
がの手当とともに、必要に応じて、破傷風の予防のための処置
をします。

 万一、けがをして3週間くらいの間に、顎や首の筋肉のこわばり、

口が開けにくいなど、破傷風の症状がみられたら、すぐに医療
機関を受診してください。

 震災から１か月の間に、被災地で7名の患者が確認されました。い
ずれも震災当日（3月11日）のけがが原因でした。

 阪神・淡路大震災では流行はみられず、スマトラ沖地震では震災
直後に患者が増加しましたが、震災1か月以内におさまりました。

 災害がなくても、例年、全国で100人程度の患者が発生しています。
（平成16～20年の5年間の患者数546人、死亡者数35人）

破傷風
とは？

震災で
患者が
増える？

もし感染
したら？

 乳児期に接種する三種混合の予防接種には、昭和43年頃からは、
破傷風のワクチンが含まれており、30代までの方の多くは破傷風の
免疫をもっていますが、40代以上の方は免疫が十分ではありません。

 予防接種を受けていない場合には、破傷風の予防接種を受けるこ
とで免疫をつけることができます。２回の接種が必要で、接種開始
後２か月程度で免疫がつけることができます（長期間の免疫をつけ
るためにはさらに追加が必要です）。特にけがをしやすい作業に従
事する方は、予めワクチンを接種すると効果的です。

ワクチン
はある？

被災地で作業をする際には十分にご注意ください。
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